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福祉文教常任委員会協議会会議録 

１ 開会日 
 平成２９年８月１８日     午後 ４時１５分 開会 

                午後 ４時３１分 閉会 

２ 場 所 第１委員会室 

３ 出席委員 片野哲生委員長  三澤龍夫副委員長  竹内恵美子委員 

吉川重雄委員   玉虫志保実委員   渡辺順子委員   

関 威國議長 

 

４ 傍聴議員  

 

５ 説明員 

 

 

  

６ 職務のため 

出席した職員 

 局長 大槻 直行 

 書記 波多野昭雄 

７ 協議等の事項 

（１）常任委員会の審査・調査活動の推進について 

（２）その他 

 

８ その他 

     一般傍聴 なし 
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（午後 ４時１５分）  開会  

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 皆さんこんにちは。ただいまの出席委員は

７名全員でございます。 

それでは、これより、福祉文教常任委員会協議会を開会いたします。委員は６名で、奥

津委員は欠席でございます。 

お諮りいたします。 

ただいまのところ一般傍聴の希望はありませんが、希望があった場合、これを許可した

いと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 直ちに本日の会議に入ります。 

会議次第は、お手元に配付したとおりでございます。本日の議題は、１件ありますので、

よろしくお願いします。 

 

  議題（１）常任委員会の審査・調査活動の推進について 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 議題（１）「常任委員会の審査・調査活動の

推進について」に入ります。 

本議題につきましては、議会改革に向けて継続して検討を進める事項の１つである、常

任委員会の審査調査活動の推進について、常任委員会の任期である２年間において、調査

研究テーマを設定し、調査を行っていこうというものでございます。 

それでは本日は、福祉文教常任委員会の調査研究テーマについて協議を行い、決定させ

ていただきたいと思います。 

では、調査・研究テーマについて、御意見をお願いいたします。ございますか。 

吉川委員。 

○福祉文教常任委員会委員【吉川重雄君】 少子高齢化に向けての福祉対策というのは、

すごく大事だなというふうに思っていますし、ある面では、今、町行政においては福祉の

ことに相当力を入れてはいらっしゃいますけれども、例えば医療費の問題だとか高齢者問

題について、いろんな面で実施体験みたいな形をやっております。その結果として、行政

がどういうふうな形の中で、財政的に削減ができているとかふえているとか、そういうふ

うなものが全く見えてこないんですよ。ある面では、これから福祉対策はすごく大きな、

財政的にも増大してくるのかなというふうな中で、どちらかといったらこれは言葉ではな
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くて実際にやっているいいところにそういったところに調査をし、そしてそれをこの町に

対してそれがどういうふうに生かすことができるとか、そういったことの調査をやっぱり

してみたいなと。具体的にどこだというのは今のところありませんけども、言ってみれば

少子高齢化対策と言いますか、福祉対策についていろいろ調査研究をしていったらいいん

じゃないのかなというのが私の御意見でございます。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 ほかには、ございますか。 

竹内委員。 

○福祉文教常任委員会委員【竹内恵美子君】 いまの現町長になってから、おあしす 24

を始めましたね。それによって医療費がどのぐらい、どのように変わってきたのか。もう

７年目かしら、おあしす 24 健康おおいそが始まって。その辺の医療費の削減がどのように

動いているのかなという気が、ちょうどこの辺で７年、８年目になりますので、どうなの

かなという気がしております。それに加えて他市町村でもどうかなという、その調査を。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 医療費削減の調査ということですか。 

○福祉文教常任委員会委員【竹内恵美子君】 そうです。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 ほかに。 

渡辺委員、何かありますか。 

○福祉文教常任委員会委員【渡辺順子君】 昨年のこれを見ると、やはり少子高齢化社会

に対する福祉教育行政とかってあるんですけれども、町長が子育てで選ばれる町とか、そ

ういうことをよく言われているんですけれど、一体全体大磯町は、現実的にどういうこと

を子育てで選ばれる町としてやっているのかっていうのがあまりよく見えてなくて。 

例えば第３子無料化みたいなことはあるけれども、環境整備とかっていうと、私なんか

この間、孫の世話をしていてつくづく思ったんだけれど、全然公園がなくて子供を遊びに

行かせるところは少ないしみたいな。それで子育て支援センターみたいなところも、置い

てあるものなんかも、ほんとにこれで子育てで、皆さんがここに遊びに来たいと思うのか

なというところもあったりして、そういうところの現状把握みたいなのをして、ちょっと

見たいなという気持ちはあるんです。 

だから、なぜそういうことかというと、やっぱり男女共同参画で、女性が働きに出なき

ゃいけないっていうような社会情勢っていうのが今すごくあって、大磯町でもやはり働き

ながら子育てするっていう人はすごくふえていますよね。だから、そういうものに、やっ

ぱり大磯に子育てで選ばれる町としたら、やっぱり働いているお母さんたちに向けて、ど



４ 

ういうサービスができているのかとか、どういう施設がちゃんと充実しているのかとか、

今度、東部の支援センターができるみたいですけれど、そういう現実的な大磯の取り組み

っていうのを、やはりやる必要があるんじゃないかなと思っています。 

そうすると、男の人も育休をとったり、やっぱり働き方みたいなところにも通じてくる

し、この公共施設の再配置なんていうと、ここのところで、公民館は大磯はないけれど、

どうやって子供たちが安心して、そこで遊べる状況が、そういうものはどこにどれくらい

あるのかとか、何かすごく大きい範囲にも広がっていくかもしれないんだけれど、とりあ

えずそういう現状をちょっと見て、調べてみたいなっていうような気がします。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 玉虫委員。 

○福祉文教常任委員会委員【玉虫志保実君】 子育てもそうなんですけれど、介護もやっ

ぱり男女共同というかその辺で。やっぱり今、乗り物がないとか、それも多分そういう。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 デマンドの話。 

○福祉文教常任委員会委員【玉虫志保実君】 デマンドとは、また違う。なんていうのか

な、上手く言えないんですけれど、結局ざっくり男女共同参画とか言ったほうがいいのか

なと思って。やはり今までは行政にお願いするような時代だったと思うんですけれど、こ

れからは動ける人が動かないと。だからタクシーとかも、多分デマンドタクシーっていう

と、そのタクシー会社が問題なんですけれど、その福祉っていう部分を入れると、どうも

よそでは違う形の乗り物があるみたいで。だからそういうのを、大磯も研究していったほ

うが、やっぱり後々役に立つっていうか。済いません、わかりにくくて。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 副委員長。 

○福祉文教常任委員会副委員長【三澤龍夫君】 ４人が言ったから、それぞれをやればい

い。吉川さんが言ったことや竹内さんが言ったことをやっては。 

○福祉文教常任委員会委員【吉川重雄君】 子育てと高齢者対策だよ。その中で介護とか

いろんなのが入るから。 

○福祉文教常任委員会委員【渡辺順子君】 女性の負担みたいなのがすごく、女性に介護

の負担が多くのしかかってくるとか。 

○福祉文教常任委員会委員【玉虫志保実君】 だから 1 人暮らしが多くて、それと若い子

供からつなげる、そういう、なんていうんですか。 

○福祉文教常任委員会副委員長【三澤龍夫君】 吉川さんは、高齢者対策。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 はい、わかりました。 
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では、ほかにはございませんよね。 

以上、本委員会の調査研究はいろいろ御意見が出ましたので、本委員会の調査研究テー

マといたしましては、この少子高齢化社会に対する福祉介護行政をテーマにするしかない

のかな。 

○福祉文教常任委員会委員【吉川重雄君】 まずは町内の実態調査と、委員長がいま言わ

れたそういうところでいいじゃないですか。介護だけの問題じゃないから。 

○福祉文教常任委員会副委員長【三澤龍夫君】 それで実態調査とか、そういうところも

やろうと。総合的に検討しようと。 

○福祉文教常任委員会委員【吉川重雄君】 町内の福祉対策の実態を調査し、あとは将来

に向けて、子育て高齢者対策がどうあるべきかというものを調査研究すると。もうそれで

まとまったよ。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 じゃあ、教育は入れなくていいってことで

すか。 

○福祉文教常任委員会委員【吉川重雄君】 教育なんか必要ないよ。もうそれでまとまっ

たよ。教育っていうと、なんかちょっと違和感を感じる。前はそれをやっていたでしょ。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 わかりました。 

では、少子高齢化社会に対する福祉対策というテーマでいきたいと思います。これは町

内の内部調査も実態調査もして、いわゆる外部にも見学に行くという形で。そういう形で

お願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。よろしいですか。 

○福祉文教常任委員会委員【吉川重雄君】 そういうのをまとめて１回、もう一度皆さん

に、こういうのでまとまったのでどうだということだけ、ちょっと１回確認をしていただ

いて、９月の本会議で委員長が最後に、議長からの報告でいいじゃないですか。 

○福祉文教常任委員会委員【渡辺順子君】 やり方としては、例えば全員で同じものをや

るっていうのも大変だから、例えば担当を決めて、男は男でとか、なんかどういうふうに

するかっていうのも、もうちょっとこれから考えていってもいいのかなって思う。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 それは今後、皆さんに考えていただいて。

では、わかりました。 

 

  議題（２）その他 

○議会事務局長【大槻直行君】 視察の時期とかを。 
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○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 議題（２）「その他」は、視察の時期につい

てだそうで、これは 10 月でよろしいでしょうか。 

○福祉文教常任委員会委員【渡辺順子君】 無理でしょう。 

○福祉文教常任委員会委員【吉川重雄君】 10 月下旬にちょっと私は入院しちゃう。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 事務局のほうから日程を、大体つかんでい

る部分を言って。 

○福祉文教常任委員会委員【渡辺順子君】 無理よ、来年でいいじゃない。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 来年だと２月の寒い時期になっちゃうよ。 

○福祉文教常任委員会委員【渡辺順子君】 10 月だって、もう再来月よ。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 はい、事務局 

○議会事務局長代理【波多野昭雄君】 ちょっとよろしいですか。 

例年 10 月 11 月頃に議員研修に行かれていますので、もしその時期にということであれ

ば、もう早めに日にちは決めておいたほうがいいということで。一昨年ですか、27 年度に

ついては、議会の改選もあって、10 月 11 月に行けなかったこともあって、翌年の１月に

行ったことはございますが、通常は 10 月 11 月頃に行っていると、そういう状況です。 

○福祉文教常任委員会委員【渡辺順子君】 この辺だと、子育てで選ばれる町っていうの

をネットで調べると、平塚市とか藤沢市とかね。藤沢は一番すごいの。近くていいよね。

なんかわりあいと近辺で、だって気候とか行政の体制とか、いろんなものが似てなければ、

ちょっとかけ離れたところに行っても全然参考にならない。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 規模がでかいし、藤沢市なんか財政豊かだ

から、あらゆる面で子育てに対して支援ができているわけよ。でも大磯みたいに財政が厳

しいところでは。 

○福祉文教常任委員会委員【渡辺順子君】 どこに行ったって同じよ。 

○福祉文教常任委員会委員【吉川重雄君】 大体規模的に同じようなかんじのところでみ

つけて、例えば京都の京丹後市だとか、ああいうところもちょっと１つの参考になるかな

と、調べてみていただいて。平塚とか藤沢は行こうと思えば行きましょうよ。近場ですか

ら。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 そうですね。日帰りでね。 

では、一応 11 月を予定していただいて、あとはこちら委員長のほうにお任せいただけれ

ばありがたいんですがよろしいでしょうか。 
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○福祉文教常任委員会委員【吉川重雄君】 はい、お任せいたします。11 月初め頃がいい

ですね。そうすると歩けるようになっているかもしれませんので。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 はい、事務局。 

○議会事務局長代理【波多野昭雄君】 事務局です。 

11 月ですと、今、渡辺委員が言われたように議会報告会がありますが、今のところ予定

が入っていないのが、例えば 11 月の１日２日ですとか、２週目ですと６日から８日の間、

その辺は今のところは予定は入っていない状況です。 

○福祉文教常任委員会委員【吉川重雄君】 早いところ行こうよ。 

○福祉文教常任委員会委員【竹内恵美子君】 じゃあ、１日、２日のほうがいいんじゃな

い。議会報告会があって、担当はまたその前につくらなきゃいけない。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 その辺でちょっと、11 月１日、２日がいい

ですか。 

○福祉文教常任委員会委員【吉川重雄君】 結構です。 

○福祉文教常任委員会委員長【片野哲生君】 ほかに御意見がなければ、これをもちまし

て福祉文教常任委員会協議会を閉会とさせていただきます。御苦労さまでした。ありがと

うございます。 

 

                         （午後 ４時３１分）  閉会  

 

 

 


